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YOU WIN
お客様の成功のために

トルンプは1923年の創業以来、常に、未来で必要になる技術を見据えて、

新しい製品・ソリューションの開発を続けてきました。

そしてそれはこれからも続きます。

自社の技術的優位を世に誇るためではなく、世界中のお客様の成功に

貢献するために― 高い技術・高い品質を持った製品の開発・製造は、それを

使われるお客様が成功されてこそ、意味のあるものになります。

同時に、社員や企業文化も大切にしています。世界各国にいる一人一人の

社員の仕事への姿勢が、お客様の成功を全力でサポートする組織づくりに

つながっています。
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エレクトロニクス

半導体などの精密な製品を製造するプロセスは、さまざまな革新的技術に支えられています。トルンプは、日本の半導体業界にプラズマ電源装置や加熱用
電源装置を提供することで、業界発展に貢献しています。また、お客様の技術進化のスピードにふさわしい製品開発やアフターサービス体制の充実を
図り続けています。
トルンプのエレクトロニクス製品・ソリューションが関わる分野は、半導体のみではありません。最近では、太陽光発電パネルなどの分野にも拡大して
います。世界を視野に事業展開される日本のお客様に、グローバル品質のプラズマ電源装置をお届けし、お客様の成功をサポートします。

日本のお客様の生産に対する最適化や効率化の知識を深めること。
それがお客様の成功につながる提案になると考え、さまざまな努力を
しています。

トルンプのエレクトロニクス製品は、世界で高い信頼と実績を築いており、
製品群も豊富です。汎用製品の仕様がそのままお客様のご要望に合致する
ことも多くあり、すぐにお使いいただけることは非常に効率的です。

また、特殊な仕様のご要望がある場合は、ドイツ本社およびポーランドの開
発拠点と連携し、ご要望に合うカスタマイズ製品の提案・開発も行います。

アフターサービスについては、国内では2023年に宮城県仙台市にテクニ
カルセンターを新設し、サービスのキャパシティを向上させました。
国外のサービスネットワークも充実しており、海外事業展開をされている
お客様にも、これから世界展開を計画されているお客様にも、ご安心
いただけるサービス体制があります。

グローバル品質のプラズマ電源で日本の技術革新をサポート

お客様のご要望に応える２つのアプローチ。
汎用電源とカスタム仕様電源

板金加工機

材料をセットしたら、ボタン一つで加工が完了する、高速・高精度の自動曲げ加工機。
金型のセットアップから、材料のハンドリングまで、安全に、効率よく全自動で行います。高い
剛性と、パワーを備えたマシンは、軟鋼3.2ｍｍまで加工可能。ヘミングや、R曲げ、深曲げ等の
特殊加工も、標準金型で加工する為、コストパフォーマンス良く、製品加工の幅を広げます。
又、オンデマンドサーボドライブにより、電力の消費を抑え、エコ運転です。

全自動パネルベンディングマシン：TruBend Center 7000シリーズ

［ 取扱製品一例 ］

幅広い周波数帯域と各種波形（パルスDC電源、HiPIMS向けDC電源、Bipolar電源、
MF電源、350kHzー60MHzRF電源、マイクロ波電源）をカバーする製品ラインナップと、
アーク（異常放電）マネジメントに代表される高い技術により、多様なプロセスの課題に対し
最適なソリューションを提供します。

プラズマ発生用電源：TruPlasma

［ 取扱製品一例 ］

「ジョブショップ」と呼ばれる様々な板金加工を請け負うお客様からのご要望は、技術的な内容から将来のビジネス計画まで、多岐に渡っています。
トルンプは、世界レベルで認められている技術・性能を搭載している板金加工機はもちろん、各種ソフトウェア、アフターサービスにより、
お客様の板金加工事業を包括的に支えます。また、工場のスマートファクトリー化の実現もお手伝いします。
お客様のお声は、ドイツ本社にフィードバックし、次の製品・ソリューション開発に活かされています。さらに、日本国外でのビジネス展開を
進めるお客様には、世界で通用するトルンプのマシンをお使いいただくことが、成功への早道になります。

板金加工における付加価値を発揮するためには、精度や品質が重要です。
同時に、コスト効率を高めていく必要もあります。

トルンプの板金加工機は、技術的な精度・品質が高いばかりでなく、強靭な
フレーム剛性や拡張性も持ち合わせています。たとえイニシャルコストに
差があっても、長年使用できるため、結果的にトータルコストが軽減
されることがほとんどです。

オペレーターの負担を軽減する人間工学に基づいた設計、熟練度を
問わない操作プログラミング、直感的な作業を容易にするインター
フェースは、「働き方改革」「少子化」の対応策にもなっていることも、
トルンプがお客様のために製品やソリューションを開発してきている
結果です。

板金加工に貢献する独自の付加価値を 

高精度・高品質・高堅牢性が
コスト・オブ・オーナーシップをより高めます
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アフターサービスレーザ

スマートフォンの専用アプリを通じて、いつでも簡単に質問・確認ができます。お問い
合わせの進行状況をリアルタイムで確認でき、回答の内容はユーザー様のアプリユーザーに
共有されますので、シフト間の引継ぎもスムーズです。必要に応じて、サービスエンジニア
とのビデオ通話も可能です。口頭では伝わりにくいマシンやソフトウエアの問題を迅速に
解決するため、画面を通じてのサポートを提供します。

お客様専用オンラインサポート：ServiceApp

［ サービス体制の取り組み例 ］

お客様の製造が安定して継続されるために、私たちが納入した板金加工機・レーザ発振器・プラズマ電源などは、想定通りに稼働することが求められます。
私たちの製品・ソリューションによる不具合や故障を可能な限りゼロに近づけ、製造ラインを止めないこと、それによってお客様のコスト・オブ・
オーナーシップを高めること、これが私たちの最大の使命です。
トルンプは、日本国内のサービス拠点数やエキスパートスタッフの人数の増強を図る一方で、メンテナンスのしくみづくり、問題発生時の迅速解決の
ためのカスタマーポータルサイトやスマートフォンアプリご利用の促進などにも尽力しています。製造現場でトルンプ製品を使用されている
お客様から、製品だけではなくアフターサービス体制も、成功のための「強い味方」と思っていただくことを目指しています。

アフターサービス最大の使命「製造ラインを止めないこと」

現実的にすべてのモノには不具合や故障がつきものです。またサービス拠点数
などから、アフターサービスの更なる拡充をとのお声をいただくこともあります。
トルンプは、お客様にご期待以上の「安心」を提供する体制づくりを最重要課題
ととらえ、改善・改良に努めています。トルンプ製品には特殊な技術を有する
ものが多く、それらを支えるためには、アフターサービスにも特殊な対応や
知識・スキルが必要です。トルンプのサービスエキスパートメンバーは、
定期的に製品・技術に関するトレーニングを受け、どのような状態にも対応
できる力を磨き続けています。

また、トルンプ製品の状態を監視するコンディションモニタリング（有料）の
開始、スマートフォンアプリを使ってのトラブルシューティング対応・コール
予約対応などにも積極的に取り組んでいます。全ては、お客様の成功に
貢献するために― アフターサービス品質の向上のための努力をたゆまず
続けていきます。

期待される役割を超えてお客様に「安心」を

［ 取扱製品一例 ］

高出力・高機能に特化したディスクレーザ（TruDiskシリーズ）から低コスト、省スペースを
特長とする中低出力ファイバレーザ（TruFiberシリーズ）まで多彩なラインアップの製品群
から、お客様の生産プロセスにジャストフィットするレーザシステムを提案します。

加工用CWレーザ：TruDisk/TruFiberシリーズ

トルンプは、自動車・医療・半導体などさまざまな業界に、グローバルでレーザ発振器、そしてレーザベースのソリューションを提供しています。
ディスクレーザ、ファイバレーザ、パルスレーザ、ナノ秒からフェムト秒までを網羅するレーザなど、幅広いレーザ発振器ラインアップを持ち、世界的にも
認められている高品質性によって、お客様のビジネス成功を支えています。これらのレーザ発振器は、当社の板金加工機（2D/3Dレーザ加工機、パイプ
レーザ加工機、パンチレーザ複合機など）にも搭載されており、トルンプの板金加工の高品質性を実現する鍵でもあります。
また、レーザ技術に加えて、生産コストや品質・時間などの課題解決もお手伝いしています。レーザ発振器単体やそれを搭載しているマシンの提供に
留まらず、平時のトラッキング、メンテナンス、アフターサービスも含めた包括的なソリューションを提供することに尽力しています。

スマートフォンなどの端末に使用されている基盤・マイクロチップ製造・
ディスプレイのガラス・レンズカバーなど身近なものに、トルンプの
レーザ技術が使用されています。最近は、E-Mobilityの台頭により、電気
自動車製造でのレーザ用途が急増し、様々な材料に対応するレーザ技術が
求められています。

製造業における生産現場では、信頼性の高い生産設備が求められます。　
トルンプのレーザ技術は、その信頼性の核となり、お客様の成功を支えて
います。レーザ光源のみならず、光学系、センサ、ソフトウェア、そして
マシンも含まれるトルンプのレーザ技術は、生産の安定性はもちろん、
省人化、省エネルギー化などコストの削減に貢献します。

最先端のレーザ技術・ソリューションを日本の製造工程に

躍進する業界で求められる高度のレーザ技術で
生産性・信頼性を支えます
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Unlocking technological worlds for generations to come

テクノロジーの鍵をあけて新世代へ

トルンプでは、グローバル共通の「パーパス」「ビジョン」「ミッション」を持ち、各国でビジネスに励んでいます。

中でも最も重要な「パーパス」は、“Unlocking technological worlds for generations to come”

― 未来のお客様の成功を見据えた技術開発を追求するトルンプの思いが込められています。

この「パーパス」をかなえるための、トルンプ株式会社の代表的な取り組みを紹介します。

スキル向上
所属や役割に応じて様々なトレーニングを行っています。

自発的な学習も奨励しています。マシンの操作トレーニングの場合、

日本から社員がドイツ本社や各製品の生産拠点に赴いて受講することも

あれば、ドイツ本社や各拠点のエキスパートが来日してレクチャーを

行なうこともあります。

グローバルチームとの連携
ドイツ本社や各国の現地法人との情報交換・交流が、積極的に行われて

います。ドイツ本社メンバーは日本をはじめ各国をリスペクトしており、

関係はフラットです。

コロナ禍以降、出張・対面の交流以上に、オンラインでの交流が増えました。

国境や時差を超え、毎日のようにドイツ本社や各国の現地法人とオンライン

ミーティングを行っている社員も増えています。

コンプライアンスの遵守徹底
事業を健全に継続するために、会社としてのコンプライアンスを守ることは

非常に重要です。社員は定期的にトレーニングを受けることが義務化されて

います。

定期的な監査や、自主的な社内プロセス見直しにも積極的です。日常業務に

於いても、4 eyes check（2人以上での確認）を原則としています。

オープンな雰囲気
明るい挨拶、感謝を伝える姿勢、話をしやすいオフィス構造、部署を超えた

コミュニケーションなどから、朗らかでオープンな雰囲気が生まれます。

「ありがとう」を改めて伝え合う活動、過ごしやすいオフィスづくりの

ための活動、運動系・文化系のサークル活動など、業務以外にも社員が

積極的に関わっている活動が多くあります。
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会社情報 ご挨拶

グローバル本社

会社名 TRUMPF SE + Co. KG

創業 1923年8月6日

所在地 ドイツ連邦共和国 バーデン＝ヴェルテンベルク州 ディッツィンゲン （シュトゥットガルト近郊）

会社名 トルンプ株式会社

創業 1977年11月25日

資本金 1億円

代表者 代表取締役社長　マイケル ザムトレーベン

本社所在地 〒226-0006　横浜市緑区白山1-18-2

URL https://www.trumpf.com

主な事業内容
板金加工用工作機器・板金機械用／生産管理ソフトウェア・産業用レーザ発振器・
電源装置の輸入販売及び修理・メンテナンスサポート

主要取引先 自動車関連業界、エレクトロニクス業界、半導体業界、金属加工業界、精密機械業界など

トルンプは1923年にドイツで創立され、日本法人は1977年に発足し、
以来、技術的な優位点を高く評価され、成長してまいりました。
特に、日本のお客様の厳しい技術品質基準が、私たちを鍛え、育ててくださっています。
心から感謝申し上げます。

グローバル化・多様化が当然のようになりつつある昨今、お客様からのニーズも多様化しています。
私たちの製品やソリューションの優位性は、
お客様がご自身の価値を高め、そして成功されてはじめて、意味のあるものになります。

そこで、トルンプでは全世界で“YOU WIN”のメッセージを掲げ、
全ての仕事が「お客様の成功につながるか」を繰り返し自問しつつ、日々の業務をおこなっております。

日本のお客様の事業成功に貢献するための弊社の取り組み、
そして弊社を構成する社員の士気を知っていただくためにこの会社案内を作りました。

皆さまがご自身の事業の将来をお考えになる時、傍にトルンプ株式会社がおります。
皆さまの信頼に足るパートナーを目指し、これからもいっそう邁進してまいります。

本社
ショールーム
レーザアプリケーションセンター

〒226-0006
神奈川県横浜市緑区白山 1-18-2

名古屋オフィス

〒465-0095
愛知県名古屋市名東区高社 1-258
リエンピーレ一色 1F

東日本センター

〒320-0863
栃木県宇都宮市操町 8-21
シーズンホーム2F

仙台オフィス
宮城テクニカルセンター 

〒981-1105
宮城県仙台市太白区西中田 2-10-18

北陸サービスセンター

〒921-8051
石川県金沢市黒田 1-200
KEIZビル1F

新潟サービスステーション

福岡サービスステーション

広島サービスステーション

※データは2022年現在

トルンプ株式会社
代表取締役社長
マイケル ザムトレーベン

YOU WIN
お客様の成功のために

京都サービスステーション
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